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【投稿規定】 
1. 投稿資格 
 本誌への投稿は本学会の会員・非会員を問わない。また、編集委員会が必要と認めた場合、

会員・非会員を問わず投稿を依頼することができる。 
 

2. 投稿論文の原則 
1) 臨床運動療法に関する研究発表、及び関連内容に限る。 
2) 投稿原稿は未出版かつ他紙に投稿中の原稿でないこと。 
3) 原稿の採否および掲載順は、依頼原稿を除き、原則として査読に基づいて編集委員会が決

定する。 
 

3. 原稿の種別 
1) 原著論文 

学術研究のオリジナルな著述であり、科学的に妥当な方法で得られたデータから合理的な
考察を行って結論を導いたものと認められる学術論文で、独創性の観点から価値があり、
臨床運動療法分野に携わる人々に広く有益であるもの。なお、研究論文に該当しない場
合、短報としての採択を促すこともある。 

2) 短報 
学術研究、調査などをまとめた研究報告であり、原著論文には不十分な内容であるが、デ
ータ資料として独創性、新規性、速報性などの観点から臨床運動療法分野に携わる人々に
広く関心を持つと思われるもの。 

3) 実践・症例報告 
臨床運動療法の取り組みや工夫などの価値が高く、同分野の普及に資すると考えられるも
の。 

4) 総説・教育講座 
複数の論文やエビデンスを根拠にする解説、学術集会でのシンポジウムやパネルディスカ
ッションの内容などで、編集委員会から原稿を依頼するもの。 

5) 特集論文 
編集委員会で決定した特集テーマに沿った内容であり、編集委員の推薦により編集委員会
で決定した執筆者に対し執筆を依頼するもの。 

6) その他 
施設紹介、学術集会印象記、掲載内容等に対する意見（Letter to Editor）などの記事を掲
載するもの。 

   
 

4. 倫理的配慮 
1) ヘルシンキ宣言に基づき対象者の保護に十分留意し、倫理的な配慮に関する記述を行う

こと。 
2) 「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和 3 年 3 月 23 日）」（文

部科学省・厚生労働省・経済産業省）に配慮したものであること。 
3) 人体ならびにヒト組織を対象とした研究は、所属機関等の倫理審査委員会での審査を必

須とし、承認番号を記載すること。ただし、症例報告はこの限りではない。 
 

5. 利益相反に関する自己申告書 
投稿・執筆規定にある利益相反に関する書類は、所定の書式（様式１）を基に、著者全員分
としての内容を作成し、論文投稿時および採択時に提出し、記載内容に責任を持つこと。 
（フォーマットは、以下のリンクからダウンロードできる） 
https://kmuhsc.net/clext/coi.html 
 

6. 投稿誓約書 
投稿原稿には多重投稿をしていないこと、倫理面を尊重した研究であること、著作権を本学
会へ譲渡することについて、所定の書式（様式２）に共著者連名で自筆署名した誓約書の添
付を必要とする（フォーマットは、以下のリンクからダウンロードできる）。 
https://kmuhsc.net/clext/seminar-data/index.html 
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7. 投稿・掲載料 
投稿・掲載料は原則無料とする。ただし、筆頭著者が非学会員の場合は、掲載料として 10,000
円の実費負担とする。 
 

8. 原稿提出 
原稿は責任著者が適切に確認した後、下記のファイルをメールで送付すること。なお、投稿
規定、執筆規定に合わないものは、原稿を返送し、修正を求めることがある。 
1） 原稿 
 （a）表紙、要旨、本文（謝辞、利益相反の情報、著者貢献の情報を含む）、参考文献 
 （b）図表（表は Excel、図は Power point で作成） 
2) 利益相反に関する自己申告書（論文投稿時と採択時に提出する）（様式１） 
3) 投稿誓約書（様式２） 

 
9. 原稿の採択、修正原稿の投稿、掲載時期 

1） 原稿の採否および掲載の順序（時期）は、編集委員長が査読結果に基づいて決定する 
2） 査読後に修正指示のあった原稿の再投稿は著者への原稿返却後８週間以内とする。 

再投稿がない場合は、自動的取り下げとする。 
3） 修正原稿の再投稿時には、各修正指示に対して point by point で回答を記載した文書を 

必ず添えること。 
 
 
【執筆規定】（原稿のひな型を基に作成すること） 
1. 言語・用語・書式 

1) 言語は、一部の英語表記を除き日本語のみとし、MS Word にて作成する。 
2) A4 判用紙で、横書きで記載、文字の大きさは 10.5 ポイントまたは 11 ポイントに統一

し、25 行をもって 1 枚とする。フォントは特に指定しない。 
3) 表紙から文献まで通しの行番号、頁番号を明記する。 
4) 用語、文章などについて、内容趣旨を変えない範囲で、編集委員会により修正する場合

がある。 
5) 本文中には専門的略語の使用はできるだけ避け、やむを得ず略語を使用する際は、初出

の箇所に正式用語を示すこと。 
6) 単位は国際単位系に準拠すること。 

 
2. 原稿の形式 

1） 表紙（1 頁目） 
表題（日本語と英語の併記）、投稿区分（原著論文、短報、実践・症例報告、総説・教育講
座、特集論文）、著者名（日本語と英語の併記）、所属機関（可能な限り、日本語と英語の
併記）、連絡先（連絡著者名、住所、施設名、TEL/FAX、E-mail）を記載する。 

2） 要旨（２頁目） 
和文 400 字以内で「目的」、「方法」、「結果」、「結論」に分けて簡潔に記載する。 
また、キーワードを日本語にて 3 語以内で記載する。 

3） 本文 
(1) 原則、投稿論文の種別により下記の通り構成すること。 
⚫ 原著論文や短報では、【はじめに（目的を含む）】、【対象および方法】、【結果】、【考

察】、【結語】、【参考文献】とする。 
⚫ 実践・症例報告では、【はじめに（目的を含む）】、【症例】、【考察】とする。 
⚫ 総説・教育講座、特集論文では、構成の制約はない。 

 (2) 謝辞（本文の末尾に含む、必須ではない） 
   研究費などの協力について、資金提供者や研究協力者があれば記載する。 
 (3) 利益相反の情報（本文の末尾に含む、必須） 

    利益相反の情報について記載する。 
（例）本研究に関して、開示すべき利益相反関連事項は存在しない。 
（例）著者 ST は、＜企業名＞の社員であるが、本論文に関して同社の影響や関与は
一切ない。 
（例）本研究は、著者が所属する＜企業名＞の研究費で実施されたが、本論文に関し
て同社の影響や関与は一切ない。 

 (4) 著者貢献の情報（本文の末尾に含む、必須） 
    すべての著者の貢献についてイニシャルを用いて記載する。 

（例）著者 AB、CD は研究計画の立案とデータ収集を行った。著者 XY、YZ はデー
タ解析および原稿の執筆を担当した。すべての著者は、原稿の修正を行い、投稿を承



認した。（下線部の記述は必須とする） 
4） 文献 

(1) 文献は、本文の引用順に 1）2）3）とし、本文中の引用箇所に文献番号１）２）３）をつ
けること。また、本文中の同じ引用箇所に複数の番号を付ける場合には、1)-3)のよう
に表記すること。 

(2）必要最小限の件数に留めること。 
(3) 著者連名の場合は、筆頭演者を含め 3 名まで記載し、その他の共著者を和文の場合

は・・・・ら. を、欧文の場合は・・・et al. とすること。 
(4) 雑誌名の省略は、英文雑誌は Medline に、和文雑誌は医学中央雑誌に準じた略記名

とする。 
(5）雑誌の場合、著者名．論文名．発行年；巻（あれば号）数：頁（初頁-終頁）．のよ

うに表記すること。 
 例）森 貴平、黒瀬聖司、山中 裕ら．地域住民におけるご当地「楽 10 体操」の

自宅実施率と週 1 回の教室参加が身体機能，認知機能に及ぼす影響．2024；24
（3）：31-35. 

(6) 単行本の場合、著者名．章名．In：編集者名または監修者名．書名．版．発行地：
発行者（社）；頁（初頁-終頁），発行年．のように表記すること。 

 例）吉川貴仁、藤本繁夫．自転車エルゴメーター．In：谷本普一．呼吸器疾患の運
動療法と運動負荷テスト．第２版．東京：克誠堂出版；176-186, 2007. 

(7）オンラインジャーナルの場合、雑誌と同様とし、DOI（digital object identifier）が
ある場合は引用する。DOI がない場合は、文献を直接指し示す URL とアクセス日
を記載する。 

 例）Matsuo T, Ishii A, Minami T, et al. Neural mechanism by which physical fatigue 
sensation suppresses physical performance: a magnetoencephalography study. Exp 
Brain Res. 2022; 240(1): 237-247. doi:10.1007/s00221-021-06250-1. 

(8）学術大会等などの議事録としての抄録である場合、著者名、演題（論文）名、会議
抄録集（報告書）名、ページ数（演題番号）、開催年（月）のように表記すること。 

5） 図表 
それぞれ番号と説明文をつける。 
図の解像度として写真 300dpi 以上、線画 600dpi 以上を必要とする。 

6） 転載許諾 
他誌（書）からの図表、写真の引用や改変の転載は必ず出典を明記し、著者の責任で発行
元から利用許諾を得て投稿すること。 
依頼原稿の場合、国内誌（書）に限り学会事務局から代理申請が可能であり、希望する場
合は所定の転載許諾代理申請依頼書（word と PDF 書式へのリンクを貼る、図表や写真の
場合は該当箇所のコピーも必須）を事務局宛にメールで送付し、事前に申し出ること。た
だし、転載に関する費用が発生する場合は著者負担とする。 

7） 原稿規定 
 各原稿は、下記の規定に従う。 

既定の範囲を超えることは原則認めない。 
なお、本文の字数には、謝辞、利益相反の情報、著者貢献の情報を含める。 

 

 要旨 本文のみ 文献 図表 

原著論文 

400 字以内 

8,000 字以内 20 個以内 8 個以内 

短報 3,000 字以内 10 個以内 4 個以内 

実践・症例報告 4,000 字以内 10 個以内 8 個以内 

総説・教育講座 
8,000 字以内 30 個以内 10 個以内 

特集論文 

その他 2,000 字以内 10 個以内 2 個以内 

 
 
特定非営利活動法人 日本臨床運動療法学会事務局 



〒573-1191 大阪府枚方市新町２－３－１ 
関西医科大学附属病院 
健康科学センター内 
TEL&FAX：072-804-2554 
jaetpgakkaishi@gmail.com 
http://www.kmuhsc.net/clext/ 
 

http://www.kmuhsc.net/clext/

